
項 ⽬ 内 容

名称 ミドリムシ、ユーグレナ [英]Euglena [学名]Euglena gracilis

概要 ミドリムシは、主に淡⽔域に分布するミドリムシ藻綱の⼀属の真核単細胞⽣物。植

物学ではミドリムシ植物⾨に、動物学では原⽣動物⾨ミドリムシ⽬に属する。貯蔵

多糖としてパラミロン (β-1,3-グルカン主体) を合成する。葉緑体をもち、光合成を

⾏うが、細胞壁をもたない。代表種であるEuglena Gracilisはサプリメント等に利

⽤される。

法規・制
度

■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・含硫アミノ酸 (71) 、多価不飽和脂肪酸 (PMID:5873372) （102） (103) など

を含むが、成分組成は培養条件によって異なる。

分析法 •Euglena Gracilisの脂肪酸組成をガスクロマトグラフィーによって定量した報告 が

ある (PMID:5873372) 。

• Euglena Gracilis ZのカロテノイドをHPLCによって定量した報告がある (104)

。

有効性

ヒ

ト

循環器・

呼吸器

RCT︓海外

・運動習慣のある健康な成⼈27名 (試験群13名、平均46.77±3.67歳、カナダ) を

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=5873372&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=5873372&dopt=Abstract


で

の

評

価

対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ユーグレナ・グラシリス

発酵物367 mg/⽇を90⽇間摂取させたところ、上気道感染症の発症⽇数、症状の

数、発症回数の減少が認められた。⼀⽅、発症率に影響は認められなかった

(PMID:31816842) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・感

覚器

RCT︓国内

・健康な成⼈77名 (⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験におい

て、ユーグレナ・グラシリス粉末500 mg (19名、平均47.8±11.5歳) 、または

1000 mg (20名、平均46.0±10.7歳) 、3000 mg (20名、平均48.0±9.7歳) を12  

週間摂取させたところ、いずれの群もストレス負荷後の緊張感 (VAS) の低下、500  

mg群において気分の評価 (POMS) のスコア上昇、3000 mg群においてQOL評価

(SF-36) の8項⽬中1項⽬ (⽇常役割機能 (⾝体)) 、睡眠評価 (VAS、PSQI) の改

善、500 mg群および3000 mg群においてイライラ感 (VAS) の低下、睡眠評価

(OSA-MA) の5項⽬中2項⽬ (起床時眠気、疲労回復) の改善が認められた。⼀⽅、

いずれの群もストレス負荷後の⾃律神経バランス評価 (⼼拍変動 (LF/HF)) に影響

は認められなかった (PMID:33113956) 。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・ 筋 ⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT︓国内

【機能性表⽰⾷品】 ⽇常的に疲労感を感じている成⼈197名 (試験群98名、平均

43.0±9.2歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ユ

ーグレナ・グラシリスEOD-1株由来パラミロン350 mg/⽇を4週間摂取させたと

ころ、全体的疲労感、⾝体的疲労感、精神的疲労感に影響は認められなかった

(2020271102) 。

【機能性表⽰⾷品】 ⽇常的に疲労感を感じている成⼈52名 (試験群25名、平均

49.2±6.5歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ユ

ーグレナ・グラシリスEOD-1株由来パラミロン350 mg/⽇を4週間摂取させたと

ころ、疲労負荷タスク実施後の⾝体的疲労感、精神的疲労感の軽減が認められた。

⼀⽅、全体的疲労感に影響は認められなかった (PMID:33053626) 。
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